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当社に対する訴訟の提起に関するお知らせ 

 

函館市が、本日、国及び当社に対し訴訟を提起したことを発表しましたのでお知らせい

たします。なお、本日時点で当社は訴状の送達を受けていないため、以下の内容は函館市

が公表した訴状の内容に基づいています。 

 

記 

 

１．訴訟の原因及び提起に至った経緯 

当社は青森県下北郡大間町において大間原子力発電所の建設を行っています。函館

市に対しては、これまでも同発電所の建設計画についてご理解頂くべく情報の提供や

説明をしてまいりましたが、今般、残念ながら同市が国及び当社に対し訴訟を提起し、

当社に対しては同発電所の建設・運転の差止めを求めるに至ったものです。 

 

２．訴訟を提起した者の概要 

（１） 名称 函館市 

（２） 所在地 北海道函館市東雲町 4 番 13 号 

（３） 代表者の役職・氏名 市長 工藤 壽樹 

 

３．訴訟の内容 

函館市は当社に対しては、大間原子力発電所を建設し、運転してはならないとの請

求をしています。 

 

４．今後の見通し 

大間原子力発電所は、安定した電力供給源としての位置付けや低炭素化への対応、

原子燃料サイクル等において我が国で重要な役割を担うものと考えており、原子力規

制委員会による新規制基準はもとより、最新の知見も踏まえながら安全対策等を着実

に実施することで、全社をあげて安全な発電所作りに取り組む所存です。 

本日時点で当社は訴状の送達を受けていませんが、送達後その内容を精査し、裁判

を通じて大間計画の意義や安全性等、当社の考えを主張していく所存です。 

 

以 上 


